
 

1 

 

Drive 会員規約 

 

第 1 章 総則 

 

第 1 条（規約の適用範囲） 

1 株式会社イージェーワークス（以下「当社」といいます。）は、「Drive 会員規約」（以下

「本規約」といいます。）に従い、｢Drive｣（以下「本サービス」といいます。）を運営し

ます。 

2 当社が別途定める本サービスにおける個別サービス（以下「個別サービス」といいます。）

の利用規約は、本規約の内容に対し優先して適用されるものとします。 

 

第 2 条（本規約の変更） 

1 当社は、次の各号に掲げる場合に、当社の裁量により本規約を変更することができるも

のとします。 

(1) 本規約の変更が、本サービス会員（以下「会員」といいます。第 4 条（会員）で定義

します。）の一般の利益に適合するとき 

(2) 本規約の変更が、契約をした目的に反せず、かつ、変更の必要性、変更後の内容の相

当性、変更の内容その他の変更に係る事情に照らして合理的なものであるとき 

2 当社は、前項に規定する本規約の変更に当たり、変更後の本規約の効力発生日より相当

の期間前に、本規約を変更する旨及び変更後の本規約の内容とその効力発生日を、当社の

WEB サイトへの掲載、又は会員に対する電子メール若しくは SMS の送信をする方法に

より、通知します。 

3 変更後の本規約の効力発生日以降に会員が本サービスを利用したときは、会員は、本規

約の変更に同意したものとみなします。 

 

第 3 条（通知の方法） 

本規約にかかる事項について、当社から会員に対する通知は、当社の WEB サイトへの掲

載、又は会員に対する電子メール若しくは SMSの送信をする方法により行います。ただし、

当社は通知方法を変更する場合があり、会員は、この変更が契約の利益に適合し、かつ合理

的なものである場合には、これに同意するものとします。 

 

第 2 章 会員 
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第 4 条（会員） 

1 申込者が当社の指定する方法により本サービスへの入会を申し込み、当社がこれを承諾

したことをもって、本規約に基づく当社と会員との間の会員契約（以下「会員契約」とい

います。）が成立し、入会手続は完了するものとします。 

2 前項に規定する入会手続を完了した者を会員とし、会員には本規約が適用されるものと

します。 

 

第 5 条（ID 及びパスワードの管理責任） 

1 会員は、当社より付与された ID 及びパスワード（以下「本 ID 等」と総称します。）を、

自己の責任において管理します。 

2 当社は、本 ID 等が第三者によって使用されたことにより会員又は第三者が被る損害に

ついて、一切の責任を負わないものとします。ただし、第三者による使用について、当社

に故意又は重大な過失がある場合は、この限りではありません。 

 

第 6 条（変更の届出） 

会員は、住所、代表者、商号その他の会員情報に変更が生じたときには、当社の指定する

方法により、速やかに当社に通知しなければなりません。 

 

第 7 条（会員情報等の利用） 

次の各号に掲げる場合には、当社は、入会時に当社に提出した会員情報及び本サービスの

利用状況等の情報（以下「会員情報等」と総称します。）を、利用することがあるものとし、

会員は、これに対してあらかじめ同意するものとします。 

(1) 本サービスの運営に必要な場合 

(2) 当社が会員に対して、個別サービスの追加若しくは変更の案内又は緊急連絡のため、

通知を行う場合 

(3) 個別サービスの提供元から会員情報等の開示を求められた場合 

(4) 当社が本サービスの利用動向を調査し、特定個人の識別が不可能な形式に加工したう

えで、その分析を行う場合 

(5) 当社がその取扱商品又は個別サービスの情報について、郵便、電子メール、ファクシ

ミリ、電話若しくは訪問により配信又は案内する場合 

(6) 個別サービスの提供のために必要な場合 

(7) 法令に基づく場合 

 

第 8 条（会員の責任） 

1 会員は、故意又は過失により、本サービス又は個別サービスの利用に関連し、他の会員

又は第三者に対して損害を与えたものとして、他の会員若しくは第三者から何らかの請
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求がなされ、又は訴訟が提起された場合、自らの責任と費用負担において当該請求又は訴

訟を処理するものとします。 

2 会員は、本サービス又は個別サービスについて、有償無償を問わず、第三者に利用させ

又は提供してはなりません。 

3 会員が前項に違反し、当社に損害が発生した場合は、第 21 条（損害賠償）が適用される

ものとします。 

 

第 3 章 サービス 

 

第 9 条（個別サービス） 

個別サービスは、当社が別途定めるものとし、その内容は、別途会員が申し込む個別サー

ビスの申込書及び利用規約等によるものとします。 

 

第 10 条（サービスの変更・廃止） 

当社は、会員に対して事前に通知することにより、会員の承諾を得ることなく本サービス

及び個別サービスの内容を変更又は廃止することができるものとします。 

 

第 4 章 利用料金 

 

第 11 条（料金の支払方法） 

1 会員は、本サービスの申込みに際し、当社指定の支払方法の中から会員が選択した支払

方法により、個別サービスの利用料金を含む一切の料金を支払います。会員は、支払方法

により当社が別途決済手数料等を請求する場合があることに、同意するものとします。 

2 前項の規定にかかわらず、当社が会員に対して訪問集金、再請求等を行った場合には、

会員は当社に対し、訪問及び再請求を行う際に要した交通費、発送費等として当社が定め

る一切の金額を支払います。 

 

第 12 条（遅延損害金） 

会員は、前条（料金の支払方法）に規定する支払を遅延したとき、支払期日から完済に至

るまで 1 年を 365 日とする日割計算により、年に 14.6％の割合による遅延損害金を、当社

に対して支払います。 

 

第 13 条（期限の利益の喪失） 

会員は、次条（サービスの提供の停止及び解約）第 1 項各号のいずれかに該当する場合に
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は、当然に期限の利益を失い、当社に対する債務全額を直ちに弁済しなければならないもの

とします。 

 

第 5 章 サービスの停止及び解約等 

 

第 14 条（サービスの提供の停止及び解約） 

1 当社は、会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、会員に対して事前に通知する

ことなく、会員に対する個別サービスの提供を停止することができます。 

(1) 申込みに当たり虚偽の申告を行ったことが判明したとき、又はそのおそれがあるとき 

(2) 本規約に違反すると当社が認めたとき 

(3) 仮差押え、差押え等の処分を受けたとき、又はそのおそれがあるとき 

(4) 破産手続、民事再生手続、会社更生手続又は特別清算手続等の申立てをし、若しくは

第三者によりそれを申立てられたとき、又はそのおそれがあるとき 

(5) 法令に反する行為を行ったとき、若しくは過去にそれと同様の行為を行っていたこと

が判明したとき、又はそのおそれがあるとき 

(6) 第三者に対して迷惑行為を行ったとき、若しくは第三者から会員に対して抗議があっ

たとき、又はそのおそれがあるとき 

(7) 解散を決議したとき、又は死亡したとき 

(8) 反社会的勢力の構成員若しくは関係者であると判明したとき、又はそのおそれがある

とき 

(9) 法人格、代表者、役員又は幹部社員が、民事訴訟又は刑事訴訟の対象（捜査報道がな

された場合を含む。）となったとき 

(10) 資産、信用、支払能力等に重大な変更を生じたと当社が認めたとき 

(11) 当社の業務の遂行若しくは電気通信設備等に支障を及ぼし、又はそのおそれがある

行為をしたとき 

(12) その他個別サービスの提供を受けることを、当社が不相当と認めたとき 

2 当社は、会員が個別サービスの利用料金を含む料金の支払を累計で 2 か月以上怠った場

合には、会員に対して事前に通知することなく、会員契約及び個別サービスの利用契約を

解約することができるものとします。 

 

第 15 条（退会） 

会員は、本サービスを退会する場合、当社が指定する方法にて申し出るものとし、当社が

承諾した日をもって会員契約は終了し、本サービスを退会するものとします。 

 

第 16 条（強制解約） 
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当社は、会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、会員の承諾を得ることなく、直

ちに会員契約を解約することができるものとします。 

(1) 本規約に違反し、相当の期間を経過してもこれが是正されないとき 

(2) 犯罪行為又は犯罪に相当する行為を行ったとき 

(3) 第 14 条（サービスの提供の停止及び解約）第 1 項各号のいずれかに該当したとき 

 

第 17 条（会員資格喪失後の措置） 

1 会員が理由の如何を問わず会員の資格を喪失した場合、個別サービスに係る利用契約も

当然に終了するものとします。 

2 会員が会員の資格を喪失した後においても、第 8 条（会員の責任）、第 12 条（遅延損害

金）、第 13 条（期限の利益の喪失）、本条、第 18 条（免責）、第 19 条（契約上の地位及

び権利義務譲渡の禁止）、第 21 条（損害賠償）、第 22 条（準拠法及び合意管轄）及び第

23 条（協議）の規定は、効力を失わないものとします。 

3 会員が理由の如何を問わず会員の資格を喪失した場合、当社に対する一切の債務を、会

員の資格を喪失した日の属する月の翌月末日までに、当社に対して弁済するものとしま

す。 

 

第 6 章 雑則 

 

第 18 条（免責） 

1 会員が、当社に対して、本サービス及び個別サービスに関わりのない、自己の所有又は

管理する物品類（以下「送付物」といいます。）を送付した場合には、当社は、送付物が

当社に到達した日から 90 日（以下「保管期間」といいます。）を経過するまで、自己の財

産におけるのと同一の注意をもってこれを保管します。ただし、送付物が保管に適さない

性質のものであるときは、当社は保管期間の経過を待たずにこれを処分でき、会員はこれ

に異議なく承諾するものとします。この場合において、当社は、かかる処分を原因として

生じる損害につき、一切の責めを負わないものとします。 

2 当社は、会員から保管期間内に送付物の返還の求めがあった場合には、会員の負担にお

いてこれを返却するものとします。ただし、当社の判断において、会員にその負担を求め

ないことができます。 

3 会員は、保管期間内に送付物の返却を求める意思表示をしなかったときは、送付物の所

有権その他の権利を放棄したものとみなし、当社がこれを適正な方法で処分することに

承諾するものとみなします。このとき、当社は、かかる処分を原因として生じる損害につ

き、一切の責めを負わないものとします。 
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第 19 条（契約上の地位及び権利義務譲渡の禁止） 

会員は、当社の書面又は電磁的方法による事前の承諾なく、本サービス及び個別サービス

に関する契約上の地位又はそれらに関連して発生する権利若しくは義務を第三者に譲渡し、

担保の目的に供し又は承継させてはなりません。 

 

第 20 条（業務委託） 

当社は、当社の業務を第三者に委託することができるものとします。 

 

第 21 条（損害賠償） 

会員が本規約又は個別サービスの利用規約に違反して当社に損害を与えた場合、当社は、

当該会員に対して、当社が被った損害の賠償を請求することができます。 

 

第 22 条（準拠法及び合意管轄） 

会員契約は日本法を準拠法とし、日本法に従って解釈されるものとします。また、会員契

約の履行及び解釈に関し紛争（裁判所の調停手続を含みます。）が生じたときは、東京簡易

裁判所又は東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

第 23 条（協議） 

本規約に定めのない事項又は本規約の解釈に疑義が生じた事項については、当社及び会

員は誠意をもって協議のうえ、その取扱いを決定します。 

 

 

2021 年 11 月 1 日改定 

2024 年 12 月 1 日改定 

 


